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　表皮の持つ重要な機能としてバリア機能が知られている．バリア機能としては
角層バリア機能とタイトジャンクション(TJ)バリア機能があり，角層バリア機能は
体内の水分保持や外界からの細菌等の侵入を防いでおり，物理的バリアとして
機能している．また，TJバリア機能は細胞外イオン等の流出を防止しており，生理
的バリアとして機能している．ここではバリア機能に焦点を絞り，表皮の数理モデ
リングをおこない，バリア機能が恒常的に維持される機構を理論的に考察する．
ここでは「バリア機能の恒常性」を数理科学としてどのように定義したらいいのか
議論したい．さらに，細胞分裂や細胞分化が異常になったときに生じる表皮モデル
の結果と皮膚疾患を比較することで，数理モデルの病態再現への可能性について
考察する．


